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複数 FPGAプロトタイプによる ASICベリフィケーション 

ベリフィケーションは 、 今日の ASIC設計において重圧となって 
いる問題です 。 伝統的なベリフィケーション手法では 、 莫大な 
時間と費用がかかります 。 Synplicity社の Certifyソフトウェアは 
この問題を 、 オリジナルの設計を修正することなく 、 わかり易 い 
直感的な方法で 、 ASIC設計を複数 FPGAによるプロトタイプを 
実行することによって解決しました 。 
また 、 従来の FPGAプロトタイピング・テクニックは難しく 、 
厄介でかつ時間がかかります 。 Certifyソフトウェアは 、 RTL
からダイレクトに実行可能な 、 直感的でユー ザ ・ フレンドリな 
インターフェイスを提供することにより 、 使いやすくかつ高速 
な処理を実現しました 。 一貫した最高の品質を提供することは 
言うまでもありません 。 

Certifyの特長 
• RTLでの複数チップ分割とデバッグ挿入をクラス最高の FPGA
シンセシスと合体 

•オートマチック 、 マニュアルおよび 、 その組合せでの RTLパー 
ティショ ニングを実現 

•プロトタイプの開発時間を劇的に短縮 
•プロトタイプの性能を改善 
•デバッグ挿入が容易に実行可能に 
•典型的なプロトタイプ速度は 10-80MHz

複数 FPGAで迅速な RTLプロトタイプを実現 
Certifyソフトウェアは FPGAを使って ASICのプロトタイプを 
作ることによって設計生産性を劇的に向上します 。 プロトタイプ 
から最大限の使用効率と性能速度を得るために 、 最適化に要求 
されるさまざまな高機能を提供しています 。 
また 、 Certifyソフトウェアには 、 複数 FPGAのためのタイミン 
グ解析とタイム・バジェット機能が組み込まれており 、 各 FPGA
間の回路分割と最適化を同時に行うことが可能です 。 百万ゲート 
を超える ASICの RTLコードを読み込んで合成し 、 ダイレクト 
に複数 FPGAに組み込むことができるのは Certifyソフトウェア 
だけです 。 その際 、 ユーザは RTLソース・コードを変更したり 、 
合成のためだけに回路を小さなブロックに分割する必要はあり 
ません 。 
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パーティション・ビュー： 
インタラクティブなパーティシ 
ョンではドラッグ＆ドロップで 
実行 。 自動分割にはクイック・ 
パーティショニングを使用 

接続マトリクス： 
機能ブロック間の接続情報を 
即座に簡潔に表示 

インフォ・ビュー： 
デバッグ挿入論理を含む全階層 
の設計情報へ即座にアクセス 

インパクト・アナリシス： 
“ what-if” 解析を使った簡潔 
で明瞭なレポートで 、 様々 
なパーティショニングの 検 
討が容易 

HDL Analyst¤の RTLビューア： 
RTLコードから回路図を生成し 、 

回路の全階層を表示 



Certifyの機 能 
 業界 屈指 のFPGAシ ンセ シス  
 

RTLドリ ブン ・ パー ティ ショ ニン グ  
  
 パー ティ ショ ン ・ ドリ ブン ・ シン セシ ス 

 HDLをサ ポー ト 
 I/Oと面 積使 用率 を迅 速で イン タラ クテ ィブ に 
 フィ ード バッ ク 
 数百 万ゲ ート の回 路に 対応  
 自動 ／マ ニュ アル で論 理の 複製 を管 理 
 ASIC → FPGAコン バー ジョ ン ・  
 テク ノロ ジ 
 複数 デバ ッグ 挿入 テク ノロ ジ 
 プリ ディ ファ イン ／カ スタ ム ・ ボー ドを  
 サポ ート  
 階層 ／フ ラッ ト双 方の タイ プの  
 ボー ドデ ザイ ンを サポ ート  
 イン パク ト ・ アナ リシ ス ・ ウイ ンド ウ 
 高性 能FPGAを サポ ート  
 

利　 点 
 プロ トタ イプ の効 率と 性能 を最 適化  

 プロ セス ・ レベ ルの RTLコー ドの パー ティ ショ ニン グを 実行 。 
 自動 、マ ニュ アル 、お よび 混在 での パー ティ ショ ニン グが 可能  
 複数 のFPGA間 のタ イム ・ バジ ェッ トと 最適 化を 管理  

 VHDL、Verilog、 およ び混 在言 語の プロ トタ イプ が可 能 
 

容易 なパ ーテ ィシ ョニ ング と “what-if” トレ ード オフ が可 能 
 

 
 回路 を多 くの 小ブ ロッ クに 分割 不要  

 ASICソー ス ・ コー ドを 変更 する こと なく 最善 のタ イミ ング 性能 を達 成 
 ソー ス ・ コー ドを 変更 する こと なく ASICデザ イン ・ テク ニッ クを  

 FPGAに自 動的 にマ ッピ ング  
 ソー ス ・ コー ドを 変更 する こと なく 可観 測性 を上 げ、 デバ ッグ を容 易に  

 早期 市場 投入 には 既存 ボー ドと 標準 ボー ドで 。 
 最高 速の タイ ミン グ性 能に はカ スタ ム ・ ボー ドを 使用  

 シン プル なフ ラッ ト ・ ボー ドの プロ トタ イプ やチ ーム 設計 可能 な 
 大規 模の 複数 ボー ドの プロ トタ イプ も可 能 

 パー ティ ショ ニン グ決 定の ため の検 討が 容易 に 
 FPGA選択 の幅 を広 げ、 柔軟 なイ ンプ リメ ンテ ーシ ョン が可 能 
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Certifyソフトウェアで繰り返し作業を排除 
複数 FPGAを使ってプロトタイプを作るために用いられてきた 
伝統的な手法では 、 合成と分割が別々のステップで行われてい 
ました 。 合成は分割を考慮することなく実行されており 、 最良 
の最適化結果を得られないことにつながります 。 また 、 複数 
FPGAに分割される際 、 分割によってプロトタイプの速度や配 
線性が受ける影響について 、 合成エンジンからいかなるフィー 
ドバックもなしに実行されています 。 この結果 、 設計者は 、 問 
題が解決するまで 、 合成と分割を繰り返す必要があり 、 時間を 
浪費します 。 しかも 、 実動作速度で動作するよ うな適切な分割 
に到達するのは非常に困難です 。 しかも 、 プロトタイプでは 、 
非常に重要であるデバッグ・アクセスを可能にするための論理 
の挿入は 、 時間がかかり 、 かつオリジナルの ASIC RTLソース・ 
コードの変更が必要でした 。 

Certifyソフトウェアは 、 合成と分割を１つのツールとして合体 
し 、 繰り返し作業を削減しました 。 これによってプロトタイプ 
作成に要する時間の大幅な短縮が実現します 。 複数の FPGA間 
で自動的にタイミング解析が行われるため 、 ほぼ実動作速度の 
プロトタイプを作成することが可能です 。 Certifyソフトウェア 
は 、 ASICベリフィケーションを促進することによって 、 プロト 
タイプの開発期間を短縮し 、 性能を向上し 、 製品の市場投入時 
期を早めます 。 

Certifyプロトタイプ・ツール 
 
●  ク イ ッ ク ・ パ ー テ ィ シ ョ ニ ン グ ・  

   テ ク ノ ロ ジ  
 ●  自 動 ピ ン 割 り 当 て  

 ●  Certifyピ ン ・ マ ル チ プ ラ イ ア  
   （ ピ ン の共有化 ）  

 ●  フ ァ ン イ ン ・ ド リ ブ ン MUX分 割 
 ●  デ バ ッ グ 挿入  

 

●  論 理 モ ジ ュ ー ル の複製 
 ●  フ ィ ー ド ス ル ー 最適 化 
 ●  定 数 の伝播 

 ●  ビ ッ ト ス ラ イ ス  
   （ 大規 模 プ リ ミ テ ィ ブ の分割 ）  

 ●  ジ ッ パ ー リ ン グ  
   （ 大規 模 ブ ロ ッ ク 分割 ）  

 
RTLコ ー ド  

 
ボ ー ド ・ フ ァ イ ル  

 

面積 見積 り  
 

回路 分割  
 

分割 結果の 検討  
 

回路の マ ッ ピ ン グ  
 

各 チ ッ プ の配置配 線 
 

プ ロ ト タ イ プ ・ ボ ー ド  
 

面積の 使用効率 
 I/Oの使用 効率  

 性能  
 

プ ロ ト タ イ プ ・ ツ ー ル  
 




